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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年12月17日(2020.12.17)

【公開番号】特開2019-90867(P2019-90867A)
【公開日】令和1年6月13日(2019.6.13)
【年通号数】公開・登録公報2019-022
【出願番号】特願2017-217947(P2017-217947)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  26/12     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/47     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/113    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   26/12     　　　　
   Ｂ４１Ｊ    2/47     １０１Ｍ
   Ｇ０３Ｇ   15/04     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３７０　
   Ｈ０４Ｎ    1/04     １０４Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月9日(2020.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　前記光源から出射された光を偏向して走査する偏向手段と、
　前記偏向手段により光が走査される領域のうち、画像データに応じた光が走査される第
１領域とは異なる第２領域を走査される光を受光して光量に応じた信号を出力する出力手
段と、
　前記第１領域及び前記第２領域に光が走査されるように前記光源を発光させる第１発光
状態と、前記第２領域に光が走査されるように前記光源を発光させる第２発光状態と、を
切り替えるように前記光源の発光状態を制御する制御手段と、
を備え、
　前記出力手段は、前記光量に応じた信号として、受光する光が第１光量であると第１の
値の信号を出力し、受光する光が前記第１光量より大きい第２光量であると第２の値の信
号を出力し、
　前記制御手段は、前記第２光量に対応する前記第２の値の信号の出力期間が所定期間以
上である場合に、前記第１発光状態から前記第２発光状態に切り替えるように前記光源の
発光状態を制御することを特徴とする走査装置。
【請求項２】
　前記偏向手段を駆動する駆動手段を備え、
　前記制御手段は、前記駆動手段の起動を開始してから前記駆動手段の回転数が目標の回
転数に到達するまでに、前記第１発光状態から前記第２発光状態に切り替えるように制御
することを特徴とする請求項１に記載の走査装置。
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【請求項３】
　前記制御手段は、前記第１発光状態において、前記出力手段により出力されたひとつの
前記第２の値の信号の出力期間が前記所定期間以上となっている場合には、前記出力され
たひとつの前記第２の値の信号を取得したタイミングに基づき、前記第１発光状態から前
記第２発光状態に切り替えるように制御することを特徴とする請求項２に記載の走査装置
。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記駆動手段の回転数が前記目標の回転数に到達した後の前記第２の
値の信号の出力期間と、前記駆動手段の回転数が前記目標の回転数に到達した後に前記第
２の値の信号が出力される周期と、前記出力されたひとつの前記第２の値の信号の出力期
間と、に基づいて、前記出力されたひとつの前記第２の値の信号を取得したタイミング以
降における前記第２の値の信号が出力される周期を予測することを特徴とする請求項３に
記載の走査装置。
【請求項５】
　前記所定期間は、予め定められた前記駆動手段の回転数が前記目標の回転数に到達した
後の前記第２の値の信号の出力期間と、予め定められた前記駆動手段の回転数が前記目標
の回転数に到達した後に前記第２の値の信号が出力される周期と、前記第１発光状態にお
いて出力された前記第２の値の信号の出力期間に基づく前記第２の値の信号が出力される
周期と、に基づいて決定されることを特徴とする請求項２に記載の走査装置。
【請求項６】
　前記所定期間は、予め定められた前記駆動手段の回転数が前記目標の回転数に到達した
後の前記第２の値の信号の出力期間と、予め定められた前記駆動手段の回転数が前記目標
の回転数に到達した後に前記第２の値の信号が出力される周期と、前記駆動手段の起動時
の特性に基づき決定された前記第１発光状態が開始されたときの前記第２の値の信号が出
力されるであろう周期と、に基づいて決定されることを特徴とする請求項３又は請求項４
に記載の走査装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記第１発光状態において、前記第２の値の信号の出力期間が前記所
定期間以上であり、且つ前記所定期間より長い第２所定期間以下である場合に、前記第１
発光状態から前記第２発光状態に切り替えることを特徴とする請求項１に記載の走査装置
。
【請求項８】
　前記偏向手段を駆動する駆動手段を備え、
　前記第２所定期間は、前記駆動手段の回転数が目標の回転数に到達した後の前記第２の
値の信号の出力期間と、前記駆動手段の回転数が前記目標の回転数に到達した後に前記第
２の値の信号が出力される周期と、前記第１発光状態において前記出力手段により出力さ
れた前記第２の値の信号の出力期間に基づく前記第２の値の信号が出力される周期と、に
基づいて決定されることを特徴とする請求項７に記載の走査装置。
【請求項９】
　前記出力手段は、光ビームの光量が所定の光量未満の場合には前記第１の値としてハイ
レベルの信号を出力し、光ビームの光量が前記所定の光量以上の場合には前記第２の値と
してローレベルの信号を出力し、
　前記第２の値の信号の出力期間とは、前記ローレベルの信号が出力されている期間であ
ることを特徴とする請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の走査装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記偏向手段を駆動する駆動手段の回転を開始してから所定の時間が
経過したタイミングで、前記光源を発光させ前記第１発光状態にすることを特徴とする請
求項１から請求項９のいずれか１項に記載の走査装置。
【請求項１１】
　前記光源から照射された光ビームを受光する受光素子を備え、
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　前記制御手段は、前記偏向手段を駆動する駆動手段の起動を開始してから前記駆動手段
の回転数が目標の回転数に到達するまでに、前記受光素子により受光した光ビームの光量
に基づいて前記光源の光量の調整を行うことを特徴とする請求項１から請求項１０のいず
れか１項に記載の走査装置。
【請求項１２】
　前記制御手段は、前記出力手段により出力された前記信号に基づいて、前記偏向手段を
駆動する駆動手段の回転数を制御することを特徴とする請求項１から請求項１１のいずれ
か１項に記載の走査装置。
【請求項１３】
　光源と、
　前記光源から出射された光を偏向して走査する偏向手段と、
　前記偏向手段により走査される光を受光し、受光した光の光量に応じた信号を出力する
出力手段と、
　前記光源から連続して光を発光させる第１発光状態と、前記光源から間欠に光を発光さ
せる、前記第１発光状態より光を発光させる期間が短い第２発光状態と、を切り替えるよ
うに前記光源の発光状態を制御する制御手段と、
を備え、
　前記第１発光状態、及び前記第２発光状態は、少なくとも前記出力手段に光が受光され
る期間においては発光を行い、
　前記出力手段は、前記光量に応じた信号として、受光する光が第１光量であると第１の
値の信号を出力し、受光する光が前記第１光量より大きい第２光量であると第２の値の信
号を出力し、
　前記制御手段は、前記第２光量に対応する前記第２の値の信号の出力期間が所定期間以
上である場合に、前記第１発光状態から前記第２発光状態に切り替えるように前記光源の
発光状態を制御することを特徴とする走査装置。
【請求項１４】
　前記偏向手段を駆動する駆動手段を備え、
　前記制御手段は、前記駆動手段の起動を開始してから前記駆動手段の回転数が目標の回
転数に到達するまでに、前記第１発光状態から前記第２発光状態に切り替えるように制御
することを特徴とする請求項１３に記載の走査装置。
【請求項１５】
　前記制御手段は、前記第１発光状態において、前記出力手段により出力されたひとつの
前記第２の値の信号の出力期間が前記所定期間以上となっている場合には、前記出力され
たひとつの前記第２の値の信号を取得したタイミングに基づき、前記第１発光状態から前
記第２発光状態に切り替えるように制御することを特徴とする請求項１４に記載の走査装
置。
【請求項１６】
　前記制御手段は、前記駆動手段の回転数が前記目標の回転数に到達した後の前記第２の
値の信号の出力期間と、前記駆動手段の回転数が前記目標の回転数に到達した後に前記第
２の値の信号が出力される周期と、前記出力されたひとつの前記第２の値の信号の出力期
間と、に基づいて、前記出力されたひとつの前記第２の値の信号を取得したタイミング以
降における前記第２の値の信号が出力される周期を予測することを特徴とする請求項１５
に記載の走査装置。
【請求項１７】
　前記所定期間は、予め定められた前記駆動手段の回転数が前記目標の回転数に到達した
後の前記第２の値の信号の出力期間と、予め定められた前記駆動手段の回転数が前記目標
の回転数に到達した後に前記第２の値の信号が出力される周期と、前記第１発光状態にお
いて出力された前記第２の値の信号の出力期間に基づく前記第２の値の信号が出力される
周期と、に基づいて決定されることを特徴とする請求項１４に記載の走査装置。
【請求項１８】
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　前記所定期間は、予め定められた前記駆動手段の回転数が前記目標の回転数に到達した
後の前記第２の値の信号の出力期間と、予め定められた前記駆動手段の回転数が前記目標
の回転数に到達した後に前記第２の値の信号が出力される周期と、前記駆動手段の起動時
の特性に基づき決定された前記第１発光状態が開始されたときの前記第２の値の信号が出
力されるであろう周期と、に基づいて決定されることを特徴とする請求項１５又は請求項
１６に記載の走査装置。
【請求項１９】
　静電潜像が形成される感光体と、
　前記感光体に静電潜像を形成する請求項１から請求項１８のいずれか１項に記載の走査
装置と、
　前記感光体に形成された静電潜像をトナーにより現像しトナー画像を形成する現像手段
と、
　前記現像手段により形成された前記感光体上のトナー画像を記録材に転写する転写手段
と、
を備えることを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（１）光源と、前記光源から出射された光を偏向して走査する偏向手段と、前記偏向手
段により光が走査される領域のうち、画像データに応じた光が走査される第１領域とは異
なる第２領域を走査される光を受光して光量に応じた信号を出力する出力手段と、前記第
１領域及び前記第２領域に光が走査されるように前記光源を発光させる第１発光状態と、
前記第２領域に光が走査されるように前記光源を発光させる第２発光状態と、を切り替え
るように前記光源の発光状態を制御する制御手段と、を備え、前記出力手段は、前記光量
に応じた信号として、受光する光が第１光量であると第１の値の信号を出力し、受光する
光が前記第１光量より大きい第２光量であると第２の値の信号を出力し、前記制御手段は
、前記第２光量に対応する前記第２の値の信号の出力期間が所定期間以上である場合に、
前記第１発光状態から前記第２発光状態に切り替えるように前記光源の発光状態を制御す
ることを特徴とする走査装置。
　（２）光源と、前記光源から出射された光を偏向して走査する偏向手段と、前記偏向手
段により走査される光を受光し、受光した光の光量に応じた信号を出力する出力手段と、
前記光源から連続して光を発光させる第１発光状態と、前記光源から間欠に光を発光させ
る、前記第１発光状態より光を発光させる期間が短い第２発光状態と、を切り替えるよう
に前記光源の発光状態を制御する制御手段と、を備え、前記第１発光状態、及び前記第２
発光状態は、少なくとも前記出力手段に光が受光される期間においては発光を行い、前記
出力手段は、前記光量に応じた信号として、受光する光が第１光量であると第１の値の信
号を出力し、受光する光が前記第１光量より大きい第２光量であると第２の値の信号を出
力し、前記制御手段は、前記第２光量に対応する前記第２の値の信号の出力期間が所定期
間以上である場合に、前記第１発光状態から前記第２発光状態に切り替えるように前記光
源の発光状態を制御することを特徴とする走査装置。
　（３）静電潜像が形成される感光体と、前記感光体に静電潜像を形成する前記（１）又
は前記（２）に記載の走査装置と、前記感光体に形成された静電潜像をトナーにより現像
しトナー画像を形成する現像手段と、前記現像手段により形成された前記感光体上のトナ
ー画像を記録材に転写する転写手段と、を備えることを特徴とする画像形成装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
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【補正方法】削除
【補正の内容】
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